
昭
和
ボ
ス
ト
ン
留
学
で

充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

＊実
就
職
率
で
６
年
連
続
女
子
大
ト
ッ
プ
を
走
る
昭
和
女
子
大
学
は

語
学
力
と
海
外
体
験
の
重
要
性
に
早
く
か
ら
気
づ
き
、海
外
キ
ャ
ン
パ
ス
を
展
開
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
向
け
た
堅
実
な
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

ハ
ー
バ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
教

員
か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
を
英
語
で

学
ぶ
な
ど
、
学
科
の
特
性
に
合
わ
せ
た

授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
英
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
場
合
は
、
２
〜

３
セ
メ
ス
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意

さ
れ
て
お
り
、
語
学
力
が
一
定
の
水
準

に
達
す
れ
ば
、
第
２
セ
メ
ス
タ
ー
以
降

は
、
近
隣
の
大
学
で
語
学
以
外
の
科
目

を
科
目
履
修
生
と
し
て
受
講
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

　
こ
の
３
学
科
以
外
の
学
生
は
、
希
望

に
よ
り
昭
和
ボ
ス
ト
ン
の
サ
マ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
も
、
語
学
の
授
業
に
加

　
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
は
、
英
語
が
話

せ
る
人
と
同
義
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
英

語
は
あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
そ

れ
を
使
い
こ
な
し
て
、物
事
を
企
画
し
、

周
囲
に
働
き
か
け
て
結
果
を
出
す
人

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
し
か
も
、
そ
の
能
力
を
ビ
ジ
ネ

ス
の
成
功
や
個
人
の
利
益
獲
得
の
み
に

使
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
地
域
や
社
会

の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
で
な
け
れ

ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
は
呼
べ
ま
せ

ん
。本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
は
、

こ
う
し
た
観
点
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
最
大
の
特
色
は
、
海
外
キ
ャ
ン
パ
ス

で
あ
る
昭
和
ボ
ス
ト
ン
を
基
点
に
、
充

実
し
た
語
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
海
外
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
1
9
8
8
年
に
設
置
し
た
昭
和
ボ

ス
ト
ン
は
、17
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
に
、

3
0
0
人
収
容
の
ド
ミ
ト
リ
ー
を
含

め
、
大
学
に
求
め
ら
れ
る
プ
ー
ル
、
講

堂
等
の
教
育
設
備
を
備
え
た
本
格
的
な

キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。

　
当
初
は
、
女
子
学
生
が
安
全
に
異
文

化
を
経
験
で
き
る
場
と
し
て
、
昭
和
ボ

ス
ト
ン
を
活
用
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
近
年
は
体
験
に
と
ど
ま
ら
ず
に

し
っ
か
り
と
し
た
教
育
の
成
果
が
得
ら

れ
る
よ
う
、
安
全
・
安
心
な
環
境
は
維

持
し
つ
つ
、
英
語
力
の
向
上
に
力
点
を

置
い
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
重
点
を
置

く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ボ

ス
ト
ン
に
留
学
し
た
学
生
は
、

T
O
E
I
C
ス
コ
ア
を
１
セ
メ
ス
タ
ー

平
均
で
１
０
０
点
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
ま

す
。
な
か
に
は
３
８
０
点
か
ら
９
５
０

点
ま
で
伸
ば
し
た
学
生
も
い
ま
す
。

　
通
常
の
学
費
に
加
え
て
、
留
学
費
用

は
か
か
り
ま
す
が
、
経
済
的
な
支
援
制

度
も
導
入
し
て
い
ま
す
し
、
何
よ
り
も

確
実
に
語
学
力
を
伸
ば
せ
る
昭
和
ボ
ス

ト
ン
の
存
在
は
、
受
験
生
や
保
護
者
が

大
学
を
選
択
す
る
際
の
大
き
な
ア
ピ
ー

ル
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
国
際
系
の
学
科
で
あ
る
英
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
、
国
際
学
科
、
ビ

ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
、
昭
和
ボ

ス
ト
ン
へ
の
１
セ
メ
ス
タ
ー
の
留
学
が

必
須
で
す
。
徹
底
し
た
英
語
教
育
に
加

え
、
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は

え
て
、
学
科
の
教
育
内
容
に
合
わ
せ
た

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
用
意
さ
れ
て

お
り
、
自
分
の
関
心
の
高
い
領
域
で
幅

広
い
視
野
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
本
学
は
海
外
25
大
学
と
協

定
を
結
ん
で
い
る
た
め
、
長
期
休
暇
を

利
用
し
た
各
種
の
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
こ
う
し
た
経
験
を
経
て
、
協
定
校
を

中
心
と
し
た
海
外
の
大
学
へ
の
正
式
な

留
学
に
進
む
学
生
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
認
定
留
学
の
一
環
と
し
て
、

ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
制
度
も
拡
充
さ
せ

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
中
国
の
名
門
校

で
あ
る
上
海
交
通
大
学
と
は
２
年
前
か

ら
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
中
国
語
を
ゼ

ロ
か
ら
勉
強
し
始
め
た
学
生
が
、
本
学

と
同
大
学
の
両
方
の
学
位
の
取
得
を
め

ざ
し
て
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

韓
国
の
ソ
ウ
ル
女
子
大
学
と
の
間
で
も

ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
協
定
を
結
ん
で
い

ま
す
。

　
本
学
の
学
生
数
は
約
5
5
0
0
人
で

す
。
毎
年
、
約
1
0
0
0
人
が
海
外
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
お
り
、
５
人
に

１
人
が
海
外
で
学
ん
で
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
入
学
後
の
海
外
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ

け
で
な
く
、
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
に
秀
で
た
人
向
け
の
「
グ
ロ
ー

バ
ル
入
試
」
も
導
入
し
て
い
ま
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
で
の
募
集
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
G
T
E
C 

C
B
T

や
T
O
E
I
C
な
ど
の
英
語
能
力
検
定

試
験
で
一
定
以
上
の
ス
コ
ア
が
あ
る
こ

と
が
出
願
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
ボ
ス
ト
ン
を
中
心
と
し
た
語
学

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
協
定
校
と
の
多

文
化
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
中
心
に

し
た
国
際
交
流
教
育
へ
の
取
り
組
み

は
、
文
部
科
学
省
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
推
進
事
業
」
に
も
採
択
さ
れ
、

大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
採
択

期
間
は
今
年
度
で
終
了
し
ま
す
が
、
ダ

ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
制
度
や
、
海
外
の
学

生
と
英
語
に
よ
る
講
義
や
討
議
を
行
う

サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
は
今
後
も
継

続
し
、
本
学
学
生
の
海
外
へ
の
飛
翔
の

窓
口
を
で
き
る
だ
け
拡
大
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
7
年
度
か
ら
は
、
英
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
と
国
際
学
科

を
人
間
文
化
学
部
か
ら
独
立
さ
せ
、
国

際
学
部
に
改
組
し
ま
す
。
英
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
は
、
英
語
運
用
能

力
向
上
に
特
化
し
た
学
科
と
し
て
、
国

際
学
科
は
英
語
に
加
え
、
ア
ジ
ア
言
語

を
中
心
と
す
る
も
う
１
つ
の
外
国
語
の

修
得
を
め
ざ
す
学
科
と
し
て
明
確
に
特

徴
づ
け
る
こ
と
で
、
留
学
必
須
学
部
と

し
て
の
特
色
を
打
ち
出
し
て
い
き
ま

す
。

　
同
じ
く
全
員
留
学
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
部

は
、
女
子
大
初
の
ビ
ジ
ネ
ス
系
学
部
で

す
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
に
女
性
が
進
出

す
る
際
の
武
器
と
な
る
、
語
学
力
と
グ

ロ
ー
バ
ル
な
経
験
・
知
識
の
修
得
を
重

視
し
て
い
ま
す
。
実
際
、
同
学
部
の
学

生
は
、
昭
和
ボ
ス
ト
ン
か
ら
帰
国
後
に

P
B
L
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

み
ま
す
が
、
自
主
的
に
地
方
の
自
治
体

と
連
携
し
て
地
域
活
性
化
の
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
運
営
す
る
な
ど
、
社
会
に
積
極

的
に
関
わ
る
学
生
が
現
れ
始
め
て
い
ま

す
。
既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科

に
加
え
て
、
新
学
科
の
増
設
も
構
想
し

て
お
り
、
国
際
学
部
と
は
異
な
る
視
点

か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
２
学
部
を
核
と
し
て
、
他
学

部
も
巻
き
込
み
な
が
ら
、
全
学
で
地
道

に
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
実
務
的
役
割
を
担
え
る
女
性
職
業

人
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

昭
和
女
子
大
学

在
学
中
、５
人
に
１
人
が

海
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

昭和女子大学
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ばんどうまりこ●1969年東京大学卒。総理府（後の内閣府）に入
府し、内閣総理大臣官房参事官を経て、1995年埼玉県副知事。
1998年在オーストラリア連邦ブレスベン総領事、2001年内閣府男
女共同参画局長。2004年昭和女子大学女性文化研究所所長、
2007年学長（2016年３月まで）、2014年理事長、2016年より現職。

坂東 眞理子理事長・総長

How to…

▶昭和ボストン留学で、TOEICスコア100点アップ▶積極的な学生が増加

▼ 1920年、「日本女子高等学院」創立。 ▼４学部12学科。学生数は約５５００人

▼ 専門分野の深い知識に加え、社会リーダーとして活躍するための幅広い力の育成を重視

成果

課題
▶留学前の語学力の底上げ
▶留学後の語学力の維持向上

特集●とりあえずな「グローバル化」からの脱却

安
心
・
安
全
な
海
外
キ
ャ
ン
パ
ス
を
基
点
に

語
学
力
と
積
極
的
な
態
度
を
育
成

国
際
学
部
を
新
設
し

教
育
の
方
向
性
を
明
確
化

昭和女子大学 グローバルビジネス学部の4年間のグローバル人材育成計画

語学

めざす
人材像

1年 2年 3年 4年
国内国内国内昭和ボストン国内

グローバル社会の
さまざまな分野で
実務的役割を担
える創造的で活力
ある女性職業人

英語を使いこなし
て、物事を企画し、
周囲に働きかけて
結果を出す人

ビジネス
スキル

専門

ボストン留学に必要な英語力を学ぶ
・Integrated English Course
・Introduction to Business English 
・Basic English

・Intensive Business  
English Course 
・Communication Skills 
・Business Writing

Business English 英語でビジネスの専門科目を学ぶ

ビジネスコンピューティングⅠ・Ⅱ、
調査の手法とビジネス統計、
コミュニティ・サービス・ラーニング、
論理的思考とプレゼンテーション 、
インターンシップ

ビジネス戦略論、現代の企業組織、
企業の財務と情報公開、
グローバル発想とリーダーシップ、
国際経済論など

・ビジネス研究
（ケーススタディ）
・卒論プロジェクト
（ゼミ）

・Leadership 
Development 
Course

1年次に学んだビジネス
の基盤を英語で学ぶ
Principles of 
Marketingなど

グローバルビジネス基礎演習、 
ビジネスコンピューティング入門、 
産業の分析／成長企業の強み、 
女性のキャリア形成とビジネス

・マーケティング論
・組織とマネジメント、ビジネスと法務
・ビジネスと会計
・世界の経済事情
・経済学の理論、日本経済論

＊サンデー毎日 2016 年 7 月 31 日号「全国 240 大学実就職率ランキング」


